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学 位 論 文 の 内 容 の 要 旨 
 
（  伊東 幸日子  ）  印 
 
（学位論文のタイトル） 
Repeated administration of duloxetine suppresses neuropathic pain by
 accumulating  




















かとの仮説を立てて検証した。SNL 後 6 週間経過し、NA 系の機能が低下した
ラットに SNRI のデュロキセチン（duloxetine）を 3 日間にわたって投与し、
NA系、内因性鎮痛への影響を調べた。 
＜方法＞ 
雄性 SD ラットの左後肢に SNL を行い、6 週後に以下の実験を行った。デュロ
キセチン 10mg/kgを 3日間にわたって背部に皮下注射し、行動実験、脊髄後角
のマイクロダイアライシス、脊髄後角の NA 含有量の測定、青斑核の免疫組織
化学を行った。行動実験は、患肢に生じる痛覚過敏を paw pressure testで評価
した。これは機械刺激に対する逃避閾値を測定するものである。内因性鎮痛の
















SNL 後 6 週のラットでは、デュロキセチンの 3 日間の投与は SNL に伴って





















消失していた NSIA を回復させた。これらの効果には脊髄で蓄積された NA と
脊髄α2受容体が関与している。 
 
 
 
 
 
